
資料２

  ○  発生概況 　○  全国及び各都道府県の死者数

  ○  死者数の年別推移

  ○  ５月末現在の各（総合）振興局別死者数

  ⑤  シートベルト非着用者：自動車(二輪を除く)乗車中の死者29人中、14人がシートベルト非着用となっている。
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　自動車（二輪を除く）乗車中の死者29人中、シートベルト非着用者は１4人（48.3%)であり、うち６人はシート
ベルトを着用していたならば助かった可能性が高い。

  ④  死者年齢別：高齢者が36人（69.2％）で最も多い。
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　　（北海道警察本部交通部交通企画課調べ）

※（注）～構成率については、小数点第二位で四捨五入しているため、合計で１００にならない場合がある。
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２  交通死亡事故の主な特徴

0

0.0

0

  ①  事故類型別：車両単独が18人となっている。
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　⑴　６月末現在の死者数は５２人で、前年比で２人減少した。

　⑵　６月末現在の都道府県別死者数は５位で、１位の大阪府（７１人）とは１９人差となっている。
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  ③  第１当事者年齢別：高齢者が20人となっている。
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  ②  第１当事者違反別：前方不注意が14人となっている。
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交 通 事 故 発 生 概 況（令和３年６月末概数）
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